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泉南産の代表的な海の幸・しらす。しらすとはカタクチイワシの稚魚で、
その漁法はとても特徴的です。船曳き漁（バッチ漁）と呼ばれ、長さ約250
メートルもある網を曳く船２隻（写真中）と、魚群探知機を駆使し２隻の
船を誘導しながら獲れたしらすを水揚げする船（写真右上）の３隻が船団
を組んで漁を行います。漁師の方々のチームワークが漁獲高を大きく左右
すると言えるでしょう。獲れたしらすは鮮度が命。港まで急送し、加工業
者のもとへ。加工場では大切に釜揚げ・天日干しされた後、私たちにとっ
てもなじみ深いしらす干し（写真左下）ができあがります。 （６月20日）

チームワークが一番、しらすバッチ漁
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【公共下水道使用区域が拡大されました】

平成14年７月１日から、次の区域が水洗化できる区

域に追加されました。岡田６丁目、樽井３丁目、樽井

４丁目、男里３丁目、男里４丁目、男里５丁目、男里

６丁目、男里７丁目、信達市場の各一部の地域です

（下図を参照してください）。

【３年以内の水洗化にご協力ください】

公共下水道が使用できるようになった日から、３年

以内に水洗トイレに改造するよう下水道法で義務づけ

られています。下水道の利用できる地域のご家庭は、

一日も早く水洗化していただきますよう、ご協力をお

願いします。

【改造工事は公認業者をご利用ください】

ご家庭のトイレの水洗化などの排水設備の改造工事

は、正しく行われるように市が指定した排水設備工事

公認業者でないと施工できません。公認業者は、市へ

の届出など必要な手続きを、市民の皆さんに代わって

行います。

【改造資金融資制度をご利用ください】

市では、トイレの水洗化を促進するため、金融機関

からの融資あっせん制度を設けています。水洗トイレ

改造工事一件につき、50万円まで融資しています。ま

公共下水道は、家庭や事業場から出る汚水を処理し、きれいな水に変えて放流します。私たちの大切な自然環

境を守り、また、伝染病を媒介するハエや蚊の発生源になるドブ川をなくすため、健康で快適なまちづくりには

欠かすことのできない施設です。泉南市では、今後も整備区域の拡大に努めていきます。

▼問合せ＝都市整備部下水道課（(83)０００１・内線530）
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今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
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82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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泉南市の人口（６月末現在）
人口‥‥‥‥65,205人
男‥‥‥31,821人
女‥‥‥33,384人

世帯数‥‥22,989世帯

た、元金及び利子を遅滞なく償還したと

きは、利子分を補助金として交付します。

但し、下水道供用開始の日から３年以内

の改造に限ります。融資を受けられるの

は、独立の生計を営み、市税や受益者負

担金を滞納していない人で、確実な連帯

保証人のある人に限ります。

【水洗化トイレの改造費用を助成】

市では、助成条件をみたし、くみとり

トイレ（浄化槽は除く）が設けられてい

る建築物を所有する方に対し、市が認定

した内容の範囲内において、水洗トイレ

に改造するために要する費用を助成しま

す。ただし、下水道供用開始の日から３

年以内の改造に限ります。助成条件をみ

たす方とは、生活保護法による生活扶助

を受けている方、あるいは、それに準ず

る方で、同居の親族にも収入がなく、受

益者負担金等を滞納していない方に限り

ます。

【受益者負担ってどんな制度？】

下水道が整備されますと、生活環境や

公衆衛生の向上とあいまって、土地の利

用効果が高められ、土地所有者や権利者

に著しい利益をもたらします。しかし、

下水道設備は、道路・公園などの他の公

共施設と比べると、その利益を受けるの

は、整備された区域の住民だけに限られ、

この整備費用全

部を市で負担す

ることは、市民

全体からみると、

大変不公平にな

ります。

そこで、下水

道の整備により、

利益を受ける土

地所有者や権利

者に下水道の整

備に要する費用

の一部を負担し

ていただくのが

「受益者負担金」

です。負担金は、

土地面積１平方

メートルにつき

390円です。負担

金の納付方法には、一括納付と分割納付

の２種類があります。一括納付は、全額

を賦課初年度第１期の納付期日までに納

めていただく方法です。この場合、20パ

ーセントの報償金を交付いたします。分

割納付は、負担金を６分割し、年２回、

３年間で各期ごとに納めていただく方法

です。

今まで、すでに供用開始（使用開始）

済の区域の皆様にはご協力をいただいて

おりますが、今回新たに供用開始された

区域の皆様には、平成15年度にご協力を

いただくことになります。

【工場・事業場からの排水には基準】

工場排水には、処理場で処理できない

物質や、処理場の機能に悪影響を及ぼす

物質、下水管を損傷する物質などが含ま

れていることがあります。このような物

質が下水道に流れ込むと、処理場の能力

が低下し、私たちの生活が脅かされるこ

とになります。このようなことから、工

場・事業場は、排水から有害物質を取り

除き、一定基準以下の水質にしてから流

さなければならないと決められていま

す。

【下水道使用料について】

下水管にたまった汚泥のしゅんせつや

破損した下水管の修理、終末処理場の維

持管理などに必要な費用の一部を利用者

に負担していただくのが、下水道使用料

です。料金は、基本的に水道使用量に応

じて決まり、水道料金と一緒に納めてい

ただくことになります。

１�につき390円です

整備が進む公共下水道で快適な生活を



家
庭
菜
園
等
で
野
菜
づ
く
り
を
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
園
芸
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
三
日(

金)

午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
府

民
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
岸
和
田
市
野
田

町
三
の
一
三
の
二
）
▼
対
象
＝
大
阪

府
内
在
住
者
▼
テ
ー
マ
＝
減
農
薬
や

さ
い
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
〜
環
境
に
配

慮
し
た
プ
ロ
の
病
害
虫
防
除
技
術
を

教
え
ま
す
〜
▼
定
員
＝
一
〇
〇
人
▼

申
込
み
＝
八
月
十
二
日(

月)

（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
泉
南
府
民
セ
ン

タ
ー
夏
季
園
芸
講
習
会
希
望
と
明
記

の
上
、
〒
五
九
六
・
〇
〇
七
六
岸
和

田
市
野
田
町
三
の
一
三
の
二
・
大
阪

府
泉
州
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝

同
普
及
セ
ン
タ
ー
（(39)

０
１
６
７
）

和
歌
山
県
龍
神
村
の
自
然
体
験
や
、

村
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
四
日(

土)

〜
二
十

五
日(

日)

（
※
事
前
説
明
会
は
八
月
二

十
日(

火)

）
▼
と
こ
ろ
＝
和
歌
山
県
龍

神
村
▼
対
象
＝
十
五
歳
か
ら
二
十
五

歳
ま
で
の
青
少
年
▼
定
員
＝
二
十
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
通

知
し
ま
す
）
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
〇

円
（
保
険
料
を
含
む
）
▼
申
込
み
＝

八
月
十
二
日(

月)

（
必
着
）
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
、
保
護
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
217
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
も
し

ろ
科
学
実
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
四
日(

土)

一
、
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
二
、
午
後
一
時

半
〜
三
時
▼
対
象
＝
一
、
は
小
学
二

〜
三
年
生
二
、
は
小
学
四
〜
中
学
三

年
生
▼
定
員
＝
各
二
十
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇

円
▼
申
込
み
＝
八
月
十
六
日(

金)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
科
学

実
験
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護

者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八

の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト

実
行
委
員
会
で
は
、
第
六
回
泉
州
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
〜
ロ
ッ
ク

バ
ト
ル
ｉ
ｎ
　
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｙ
ｕ
〜

（
本
選
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
五
日(

日)

午
後
一

時
半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

岸
和
田
市
浪
切
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）

▼
ゲ
ス
ト
＝
グ
ラ
ス
ネ
イ
シ
ョ
ン
▼

入
場
料
＝
▽
前
売
り
一
〇
〇
〇
円
▽

当
日
一
五
〇
〇
円
▼
チ
ケ
ッ
ト
販

売
＝
同
浪
切
ホ
ー
ル
、
貝
塚
市
コ
ス

モ
ス
シ
ア
タ
ー
、
泉
佐
野
市
泉
の
森

ホ
ー
ル
、
泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
、

阪
南
市
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
、
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
好
評

発
売
中
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

縄
文
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
を
テ

ー
マ
に
し
た
お
話
と
、
泉
州
地
域
に

伝
わ
る
伝
説
を
題
材
に
し
た
物
語
を

二
話
上
演
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
三
十
一
日(

土)

午
後
二

時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物

館
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事

前
申
込
み
は
不
要
▼
そ
の
他
＝
楽
し

い
ク
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝

古
代
史
博
物
館

人
形
劇
を
見
な
が
ら
親
子
で
悪
徳

商
法
や
内
職
商
法
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
「
お
母
さ
ん

気
を
つ
け
て
‥
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｙ

Ｕ
Ｍ
Ｅ
・
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
の
皆
さ
ん
の
人

形
劇
と
、
消
費
者
相
談
室
か
ら
は
最

近
寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
に
つ
い
て
、

樫
原
節
子

か
し
は
ら
せ
つ
こ

さ
ん
（
泉
南
市
消
費
者
相

談
員
）
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
八
日(

水)

午
前
十

時
半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
定
員
＝
五
十
人

▼
申
込
み
＝
八
月
二
十
日(

火)

ま
で

に
、
お
電
話
で
地
域
振
興
課
（
内
線

583
）
へ
▼
そ
の
他
＝
▽
子
ど
も
も
一

人
と
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
▽

小
学
生
の
み
の
参
加
は
不
可
、
保
護

者
の
方
が
同
伴
く
だ
さ
い
▽
手
話
通

訳
あ
り
（
要
予
約
）
▽
一
時
保
育
あ

り
（
満
一
歳
以
上
の
就
学
前
の
子
ど

も
で
定
員
は
先
着
十
人
、
要
予
約
）

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
583
）
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夏
休
み
親
子
消
費
者
講
座

人
形
劇
も
や
っ
て
く
る
よ

お
も
し
ろ
科
学
実
験
・
魔
法

じ
ゃ
な
い
よ
、
科
学
だ
よ

夏
季
園
芸
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

交
流
体
験
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
州
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

コ
ン
テ
ス
ト
・
本
選
会

古
代
史
博
物
館

お
姉
さ
ん
の
紙
芝
居

泉州９市４町では、泉州地域の活性化・国
際化を図るため第１０回泉州国際市民マラソ
ンを開催します。
▼と　き＝平成15年２月16日
(日)午前11時スタート
▼コース＝浜寺公園（堺
市）スタート～りんくう
パパライベント広場（泉
佐野市）をゴールとする
42.195�（日本陸連公認
コース）
▼制限時間＝４時間半以内
▼募集人員＝3,000人（多数の
場合は抽選）
▼参加資格＝一、登記登録の部（平成14年度
日本陸上競技連盟登記登録者）二、一般の部

※一、二、において大会当日18歳以上の健康
な男女（高校生は除く）で制限時間内に完走

可能な人。※大会運営等の事情によ
り車いすでの参加はできませ
ん
▼参加費＝5,000円（傷害
保険料含む）
▼申込み＝9月１日(日)～30

日(月)（当日消印有効）の期

間に、所定の申込み用紙

（市役所・市民体育館に設置）

に必要事項を記入の上、〒

596－0057岸和田市筋海町６－10・

渡辺ビル６階・泉州国際市民マラソンエ

ントリー事務局へ申し込んでください

▼問合せ＝同事務局（(36)０８４９）

友
だ
ち
や
親
子
で
、
卓
球
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
二
日(

金)

〜
三
十
一
日

(

土)

の
期
間
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後

五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時

〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正

午
（
※
八
月
十
四
日
、
十
六
日
、
十

七
日
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
使
用
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

第
十
七
回
泉
南
市
吹
奏
楽
祭
「
せ

ん
な
ん
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
２
」
を
開
催
し
ま
す
。
出
演
者

全
員
に
よ
る
合
同
演
奏
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
四
日(

日)

午
後
一
時
半

開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化

ホ
ー
ル
▼
出
演
＝
▽
市
内
中
学
校
吹

奏
楽
部
▽
泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
252
）

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
お
話
し
や
紙
芝
居
な
ど
の

た
の
し
い
読
書
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
＝
一
、
八
月
七
日(

水)

二
、

八
月
十
七
日(

土)

三
、
九
月
四
日(

水)

▼
時
間
＝
一
、
三
、
午
後
四
時
〜
四

時
半
二
、
午
前
十
一
時
〜
十
一
時
五

十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
楽

し
い
読
書
会
で
す
▼
対
象
＝
小
学
生

以
下
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
五
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く
を
と
も
し

て
、
い
ろ
ん
な
昔
話
を
語
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な
し
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
八
月
十
日

(

土)

▽
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん
（
午
後

二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二

年
生
以
下
）
▽
お
お
き
い
こ
の
じ
か

ん
（
午
後
三
時
〜
三
時
半
で
小
学
二

年
生
以
上
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二

階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着
四

十
人
（
途
中
か
ら
の
出
入
り
は
不
可
）

▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、

三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
〜
三

時
半
、
同
場
所
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま

す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は

不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
、
所
庭
の

開
放
を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で

保
育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
保
育
所
で
は
子
育
て
相
談
も
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

一
、
信
達
保
育
所
・
八
月
十
三
日(

火)

（
(83)
４
６
４
２
）
二
、
樽
井
保
育
所
・

八
月
十
三
日(

火)

（
(82)
０
０
７
４
）
三
、

浜
保
育
所
・
八
月
二
十
日(

火)

（
(84)
２

６
６
０
）
四
、
鳴
滝
第
一
保
育
所
・

八
月
二
十
日(

火)

（
(83)
４
０
４
１
）
▼

開
放
時
間
＝
一
、
三
、
は
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
二
、
四
、
は
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉

課
（
内
線
281
）

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
書
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
七
日(

土)

午
前
十
時

〜
十
一
時
五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上

の
方
で
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞

か
せ
た
い
方
、
紙
芝
居
や
人
形
劇
を

は
じ
め
た
い
方
▼
定
員
＝
十
五
人
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日(

日)

午
後
一
時

半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
吹
奏
楽
の
た
め

の
木
挽
歌
、
ド
ラ
マ
メ
ド
レ
ー
他
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
252
）

▼
と
き
＝
八
月
二
十
一
日(

水)

、
二
十

八
日(

水)

、
九
月
四
日(

水)

、
十
一
日

(

水)

の
各
日
午
後
七
時
〜
九
時
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十

五
歳
（
中
学
三
年
生
含
む
）
か
ら
二

十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
▼
定
員
＝
二

十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
八
月
十
二

日(

月)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
中
学
三
年
生
の
場
合
は
学
校

名
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
217
）

市
民
の
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
利
用

者
と
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
深
め
る

た
め
、
砂
川
セ
ン
タ
ー
盆
踊
り
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
二
日(

木)

午
後
六

時
〜
八
時
（
雨
天
の
場
合
は
翌
二
十

三
日(

金)

に
順
延
）
▼
と
こ
ろ
＝
同
セ

ン
タ
ー
運
動
場
▼
内
容
＝
盆
踊
り
、

花
火
、
和
太
鼓
の
演
奏
▼
問
合
せ
＝

大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
(82)
２
８
８
１
）

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

楽
し
い
な
読
書
会
を

開
催
し
ま
す

図
書
館
・
土
曜
お
は
な

し
ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

4

友
だ
ち
・
家
族
で

卓
球
を
楽
し
も
う
！

泉
南
市
吹
奏
楽
祭
を

開
催
し
ま
す

砂
川
セ
ン
タ
ー

盆
踊
り
大
会

読
書
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団

第
三
十
七
回
定
期
演
奏
会

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

83－0001
82－7766
82－1000
83－4361
82－7767
83－6789
84－3500

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か



泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
で
は
、
地
引
き
網
体
験
と
海
岸
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。
地
元
の
産
業
と

身
近
な
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
八
日(

日)

午
前
九
時
半

〜
午
後
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
岡
田
浦

漁
港
近
く
の
海
岸
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
六
十
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
六

五
〇
円
▼
申
込
み
＝
八
月
十
六
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
地

引
き
網
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者

の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の

一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
泉
南
ふ
れ
愛
の
里
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
＝
一
、
九
月
十
日(

火)

、

十
七
日(

火)

（
ち
ぎ
り
絵
）
二
、
九
月

二
十
四
日(

火)

（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
）
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
六
十
五
歳
以
上

の
市
民
▼
講
師
＝
一
、
は
宮
崎
精
乃

み
や
ざ
き
き
よ
の

さ
ん
二
、
は
西
野
昭
子

に
し
の
あ
き
こ

さ
ん
▼
参
加

費
＝
三
〇
〇
円
（
材
料
代
）
▼
申
込

み
＝
月
、
火
、
木
曜
日
の
各
午
前
十

時
〜
午
後
三
時
に
お
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
泉
南
ふ
れ
愛
の
里
（
(80)
４
４
６

６
）
へ
▼
そ
の
他
＝
▽
講
座
終
了
後
、

九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
作
品

展
示
会
の
開
催
を
予
定
▽
こ
の
事
業

は
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財
団
募

金
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
▼
問
合

せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
307
）

一
、
新
家
公
民
館
▼
と
き
＝
▽
講
座

説
明
会
は
九
月
五
日(

木)

午
前
十
時
〜

▽
月
二
回
程
度
で
木
曜
日
に
開
催

（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民
館

二
、
樽
井
公
民
館
▼
と
き
＝
▽
講
座

説
明
会
は
九
月
十
二
日(

木)

午
前
十
時

〜
▽
月
二
回
程
度
で
木
曜
日
に
開
催

（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
一
、
二
、
内
容
＝
教
養
講
座
と
施

設
見
学
（
高
齢
者
の
社
会
問
題
や
健

康
・
娯
楽
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
施

設
見
学
や
学
習
を
行
い
ま
す
▼
一
、

二
、
対
象
＝
す
べ
て
の
講
座
に
参
加

で
き
る
、
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の

市
民
▼
一
、
二
、
定
員
＝
各
四
十
五

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
一
、

二
、
参
加
費
＝
施
設
見
学
や
体
験
講

座
に
つ
い
て
の
費
用
、
交
通
費
、
入

場
料
等
は
実
費
徴
収
し
ま
す
▼
一
、

二
、
申
込
み
＝
八
月
二
十
二
日(

木)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一

枚
に
つ
き
一
人
）
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
い
き
い
き
講
座

（
新
家
ま
た
は
樽
井
）
受
講
希
望
と
明

記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井

公
民
館
い
き
い
き
講
座
係
ま
で
▼
一
、

二
、
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

英
会
話
入
門
に
参
加
す
る
青
少
年

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
や

ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
英
語
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
＝
九
月
十
一
日(

水)

〜
十
月
二

十
三
日(

水)

の
毎
週
水
曜
日
午
後
四
時

〜
五
時
（
全
七
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小

学
四
〜
六
年
生
▼
定
員
＝
二
十
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
八
月
二
十
三
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
英

会
話
入
門
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び

保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

手
話
を
体
験
し
た
り
、
聴
力
障
害
者
の

体
験
を
き
く
な
ど
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
二
日(

木)

、
十
九
日(

木)

、

二
十
六
日(

木)

、
十
月
三
日(

木)

、
十
日

(

木)

、
十
七
日(

木)

、
二
十
四
日(

木)

の
各

日
午
後
七
時
〜
九
時
（
全
七
回
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十
五
歳

（
中
学
三
年
生
含
む
）
か
ら
二
十
五
歳
ま

で
の
青
少
年
▼
定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
八
月
三
十
日

(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
中

学
三
年
生
の
場
合
は
学
校
名
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
217
）

7

1980年代、空前の
漫才ブームを巻き起
こ し た 「 Ｂ ＆ Ｂ 、
ザ・ぼんち、大平サ
ブロー」の皆さんが
出演します。
当時を知る人はも

ちろん、漫才ブーム
を経験していない人
も必見です。
▼と　き＝11月30日(土)午後５時半開場、
６時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自由席）
▼出　演＝Ｂ＆Ｂ、ザ・ぼんち、

大平サブロー
▼入場料＝▽一般／前売り1,500円（当日

2,000円）▽割引／前売り1,000円（当日
1,500円）※割引対象は高校生以下、60歳以
上、障害者及びその介護者です
▼チケットの販売＝９月25日(水)以降の午
前10時～午後５時に文化ホールで販売しま
す（月曜日、祝日は除く）
▼問合せ＝文化ホール

地
引
き
網
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
教
養
講
座

シ
ニ
ア
い
き
い
き
講
座

新
家
・
樽
井
を
開
催
し
ま
す

英
会
話
入
門
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

楽
し
く
手
話
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

6

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習
相

談
会
（
英
語
・
数
学
を
学
習
し
よ
う
）

に
参
加
す
る
中
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
〜
平
成
十
五
年
三
月

の
期
間
の
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後

六
時
〜
七
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英
語
・
数

学
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学
生
▼
定

員
＝
各
科
目
二
十
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
教
科
に
つ

き
一
〇
〇
八
円
（
教
材
費
）
▼
申
込

み
＝
八
月
十
六
日(

金)

（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
中
学
生
学
習
相

談
会
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保
護

者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
・
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

骨
密
度
の
測
定
や
楽
し
み
な
が
ら

軽
い
運
動
を
し
ま
す
。
だ
れ
で
も
参

加
で
き
る
「
健
康
の
お
祭
り
」
で
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
＝
九
月
一
日(

日)

午
前
十
時
〜

午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
内
容
＝
▽
薬
剤
師
や
接
骨
医
に

よ
る
健
康
相
談
や
各
種
測
定
コ
ー
ナ

ー
▽
子
ど
も
に
大
人
気
の
エ
ア
ー
マ

ッ
ト
▽
そ
の
他
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
測
定
等
は
混
雑
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
を
制
限
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
国

保
年
金
課
（
内
線
291
・
380
）

▼
と
き
＝
九
月
二
日(

月)

午
後
一
時
半

開
演
▼
と
こ
ろ
＝
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル
（
阪
南
市
役
所
横
）
▼
参
加

費
＝
会
費
制
で
月
額
一
〇
〇
〇
円

（
四
歳
未
満
は
無
料
）
▼
問
合
せ
＝
泉

南
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
(83)
２
９
０

９
）い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
小
学
校
や
中

学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
方
、
夜

間
中
学
校
に
勉
強
し
に
き
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

後
五
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
＝
岸
城
夜
間
中
学
校
（
岸

和
田
市
野
田
町
二
丁
目
一
九
の
一
九
）

▼
内
容
＝
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉

強
で
き
ま
す
▼
対
象
＝
十
六
歳
以
上

の
人
な
ら
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す

（
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
）
▼
授
業
料
＝

無
料
▼
そ
の
他
＝
中
学
校
卒
業
資
格

が
と
れ
ま
す
▼
入
学
受
付
期
間
＝
九

月
二
日(

月)

〜
十
日(

火)

ま
で
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
岸
城
夜
間
中
学
校

（
�
６
５
５
３
）

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
四
日(

水)

以
降
の
毎
週

水
曜
日
午
後
二
時
〜
四
時
（
全
十
二

回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

内
容
＝
点
字
法
の
理
論
と
点
字
の
実

技
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
・
在
勤

者
▼
定
員
＝
十
五
人
（
先
着
順
）
▼

申
込
み
＝
八
月
五
日(

月)

か
ら
お
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南

へ
▼
問
合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
(85)

０
７
０
７
／
fax
(85)
０
９
０
９
）

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心

の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
綴
っ
た
作
文
、

障
害
者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
作
文
の
様
式
＝
▽
小
・
中
学
生
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
〜
四
枚

▽
高
校
生
・
一
般
は
同
四
〜
六
枚
▼

ポ
ス
タ
ー
の
様
式
＝
小
・
中
学
生
の

み
で
Ｂ
３
画
用
紙
（
縦
長
の
み
）
▼

申
込
み
＝
九
月
六
日(

金)

（
必
着
）
ま

で
に
、
〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇
大
阪

府
健
康
福
祉
部
障
害
保
健
福
祉
室
在

宅
課
計
画
推
進
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
か

直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

同
グ
ル
ー
プ
（
０
６
・
６
９
４
１
・

０
３
５
１
fax
０
６
・
６
９
４
４
・
６

６
７
４
）

▼
と
き
＝
九
月
七
日(

土)

午
後
〇
時
半

開
場
、
一
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化

ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
席
）
▼
出
演

者
＝
春
野
百
合
子

は

る

の

ゆ

り

こ

、
京
山
福
太
郎

き
ょ
う
や
ま
ふ
く
た
ろ
う

、

真
山
広
若

ま
や
ま
ひ
ろ
わ
か

▼
入
場
料
＝
無
料
（
入
場

整
理
券
が
必
要
）
▼
定
員
＝
五
〇
六

人
（
先
着
順
）
▼
入
場
整
理
券
の
配

付
＝
八
月
一
日(

木)

か
ら
、
入
場
整
理

券
の
配
付
及
び
郵
便
で
の
受
付
を
開

始
し
ま
す
一
、
入
場
整
理
券
の
配
付

は
図
書
館
二
階
事
務
所
（
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
）
で
行
い
ま
す
（
月
曜

日
は
除
く
）
二
、
郵
便
で
の
お
申
し

込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
つ

き
一
人
）
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
五
泉
南
市
馬
場
一
の
二
の
一
・

泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
・
浪
曲
係
ま

で
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

中
学
生
学
習
相
談
会
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
七
十
七
回
例
会

点
字
講
習
会
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

敬
老
月
間
恒
例
企
画

浪
曲
名
人
会

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

夜
間
中
学
校
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す

▼と　き＝10月27日(日)午後２時

半開場、３時開演

▼ところ＝文化ホール（全席自

由席）

▼出演者＝円広志
まどかひろし

さん

▼入場料＝▽一般／前売り2,000

円（当日2,500円）▽割引／前売

り1,500円（当日2,000円）※割引

対象は高校生以下、60歳以上、

障害者及びその介護者です

▼チケットの販売＝８月28日(水)

以降の午前10時～午後５時に文

化ホールで販売します（月曜日、

祝日は除く） ▼問合せ＝文化ホール



込
み
＝
八
月
十
二
日(

月)

（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
及
び

保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
女
声
合
唱
団
で
は
、
新
し

い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
歌
の

ジ
ャ
ン
ル
も
広
く
、
楽
し
く
練
習
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民
館

▼
参
加
費
＝
一
五
〇
〇
円
（
月
額
）

▼
そ
の
他
＝
コ
ン
サ
ー
ト
や
合
唱
祭

な
ど
で
出
場
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
247
）

南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水
道
組

合
で
は
、
水
の
環
境
教
育
の
場
を
創

造
す
る
た
め
、

一
般
の
方
々

か
ら
の
施
設

見
学
を
受
け

付
け
て
い
ま

す
。
水
循
環

型
社
会
の
し

く
み
と
浄
化

の
不
思
議
を

体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
平
日
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
の
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
※

但
し
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
▼
そ

の
他
＝
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水

道
組
合
（
(85)
３
４
４
４
）

公
民
館
で
は
、
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト

（
公
民
館
講
座
・
公
民
館
ま
つ
り
）
を

企
画
・
実
行
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
公
民
館
講
座
企
画
グ
ル

ー
プ
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
意
欲
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
人
▼
活
動
場
所
＝
主
に
樽
井

公
民
館
▼
活
動
日
＝
随
時
連
絡
し
ま

す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で

樽
井
公
民
館

泉
州
七
市
四
町
で
特
技
登
録
（
広

域
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
さ
れ
て
い

る
方
々
を
講
師
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル

や
地
域
活
動
へ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
特
技
登
録
さ
れ
る
方

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
登
録
分
野
＝
美
術
、
工
芸
、
音
楽
、

演
芸
、
舞
踊
、
文
芸
、
生
活
、
趣
味

娯
楽
、
語
学
教
養
、
技
能
資
格
、
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
、

福
祉
な
ど
▼
登
録
者
数
＝
四
三
七
人

（
六
月
時
点
）
▼
費
用
＝
派
遣
講
師
は

原
則
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、

交
通
費
・
謝
金
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
金
額
等
に
つ
い
て

は
公
民
館
が
定
め
た
範
囲
内
で
、
派

遣
講
師
と
依
頼
者
間
で
協
議
し
て
く

だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
▽
お
電
話
で
樽

井
公
民
館
（
(83)
４
３
６
１
）
ま
で
▽

必
要
と
さ
れ
る
講
師
・
分
野
を
樽
井

公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
公
民

館
が
各
講
師
に
確
認
を
と
り
、
そ
の

後
依
頼
者
と
講
師
が
合
意
い
た
だ
く

と
活
用
で
き
ま
す
▼
特
技
登
録
＝
お

電
話
で
樽
井
公
民
館
へ
（
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
登
録
で
き
ま
す
。
特
に
古
民

具
の
使
い
方
を
ご
存
じ
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
）
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公

民
館

▼
職
種
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
及
び

芝
生
の
管
理
業
務
▼
定
員
＝
一
人
▼

資
格
＝
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
〜
昭

和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
自
動
車
の
運
転
が
で
き
る
方

（
学
歴
は
問
わ
な
い
）
▼
募
集
要
項
の

配
付
＝
八
月
二
十
一
日(

水)

か
ら
市
民

体
育
館
で
配
付
し
ま
す
▼
試
験
日
＝

九
月
四
日(

水)

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
試

験
と
面
接
▼
採
用
予
定
日
＝
十
月
一

日(

火)

▼
申
込
み
＝
八
月
二
十
五
日

(

日)

〜
三
十
一
日(

土)

の
期
間
に
市
民

体
育
館
へ
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は

休
館
）
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

9

合
唱
団
で
一
緒
に

歌
い
ま
せ
ん
か

イ
ベ
ン
ト
ク
リ
エ
イ
ト

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

下
水
道
の
し
く
み
を

学
び
ま
せ
ん
か

泉
州
十
八
番
Ｎ
Ｅ
Ｔ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

泉
南
市
民
球
場
嘱
託

職
員
を
募
集
し
ま
す

９月１日、子育て支援センター「ひだまり」がオープン！
泉南市地域子育て支援センタ

ー「ひだまり」が９月１日、泉
南市立鳴滝第２保育所内（信達
市場1946番地）にオープンしま
す。
子どもを育てることは楽し

いけれど、困ったり悩ん
だりすることも多いも
のです。
支援センター「ひだ

まり」では、育児相談
の他、親子での遊びや
交流等、次にご紹介する
事業を実施し、いろいろなお
手伝いをします。
一、ちびっこ広場
▼とき＝第２、４水曜日の午前
10時～11時半▼内容＝親子の遊
びと交流の場です▼対象＝誰で
も参加できます

二、なかよし教室
▼とき＝第１、３木曜日の午前
10時～11時半（６回コース）▼
内容＝０歳の子どもの健康、発
育、離乳食について交流しなが
ら仲間づくりをします▼対

象＝０歳児とその保護者
三、わんぱく教室
▼とき＝第２、４木曜
日午前10時～11時半
（６回コース）▼内
容＝１歳を越えると自
己主張が目立ち始めま

す。外遊びや生活のメリハリ
などの工夫が生きてきます▼対
象＝１歳児とその保護者
四、ふれあい教室
▼とき＝第２金曜日の午前10時
～11時半▼内容＝孫の世話をし
ているおじいちゃん、おばあち

ゃん一緒に遊びませんか▼対
象＝１～２歳児とその祖父母
※二、～四、各教室の募集は広
報せんなん９月号でお知らせし
ます。
五、子育て相談（電話・来所
相談）
▼とき＝月～金曜日の
午前９時～午後５時
（来所相談は事前予約
が必要）▼内容＝子育
てで気になることや悩
みごとなど、ささいなこ
とでもご相談ください▼その
他＝秘密は厳守します
六、子育て講座
▼とき＝後日、広報せんなんで
お知らせします▼内容＝子育て
に興味、関心のある方を対象に
講座を開催します

七、子育て情報提供
▼とき＝随時▼内容＝子育てに
関するパンフレットや情報の提
供を行っています
【ちびっこ広場に参加しよう！】

親子で楽しく参加しなが
ら、育児を楽しみ、友だ
ちをつくりましょう。
▼とき＝第２、４水
曜日午前10時～11時
半（９月11日と９月
25日）▼ところ＝鳴滝

第２保育所遊戯室と所庭
▼対象＝市内在住の就学前の
子どもとその保護者▼携行品＝
お茶、手拭き、着替え等▼申込
み＝事前申込は不要です
▼このコーナーに関する問合せ＝鳴

滝第二保育所内・泉南市地域子育て

支援センター（・fax(82)５６６０）
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泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員

会
の
野
鳥
観
察
会
で
、
身
近
な
自
然

を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
九
月
十
四
日(
土)
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野
鳥
観

察
ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・

中
学
生
▼
定
員
＝
三
十
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー

地
球
温
暖
化
、
大
気
汚
染
、
水
質

汚
濁
な
ど
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
泉
南
市
で
は
、
こ
の

よ
う
な
問
題
の
解
決
の
一
助
と
す
る

た
め
、
環
境
を
守
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
限
る
（
個
人
、
団

体
、
法
人
は
問
わ
な
い
）
▼
応
募
方

法
＝
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に
、
実
践

ア
イ
デ
ィ
ア
（
様
式
は
自
由
）
と
住

所
、
氏
名
（
団
体
名
、
法
人
名
）、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役

所
環
境
整
備
課
へ
▼
応
募
期
間
＝
九

月
末
日
ま
で
▼
表
彰
＝
個
人
、
団
体

の
部
門
別
に
▽
ア
イ
デ
ィ
ア
大
賞

（
一
人
）
▽
優
秀
作
（
一
人
）
▽
佳
作

（
若
干
名
）
を
十
一
月
頃
に
発
表
予
定

▼
そ
の
他
＝
優
れ
た
作
品
は
広
報
せ

ん
な
ん
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
▼
問

合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
こ
め
た
、

手
作
り
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
第
十
一
回
は
次
の
部
門
で
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日(

金)

〜
十
七

日(

日)
の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
人
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
▼

募
集
部
門
＝
絵
画
、
生
花
、
陶
芸

（
応
募
作
品
は
一
人
に
つ
き
一
点
で
、

自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）
▼

申
込
み
＝
十
月
二
日(

水)

〜
十
三
日

(

日)

（
月
曜
日
は
除
く
）
の
期
間
の
各

日
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
に
文
化
ホ

ー
ル
（
図
書
館
二
階
事
務
所
）
へ
▼

問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

泉
南
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、
第

十
四
回
泉
南
市
商
工
祭
を
開
催
し
ま

す
。
内
容
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ま
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
七
日(

日)

午
前
十

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
▼
内
容
＝
▽
市
内
商
工
業
者
に

よ
る
展
示
即
売
▽
発
表
会
▽
え
ん
や

こ
ら
バ
ト
ル
▽
絵
画
展
▽
無
料
配
布

▽
タ
オ
ル
量
り
売
り
▽
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
他
▼
そ
の
他
＝
商
工
祭
を
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
（
年

齢
・
経
験
等
は
問
い
ま
せ
ん
）
▼
問

合
せ
＝
商
工
祭
実
行
委
員
会
（
(83)
６

３
６
５
）

子
ど
も
た
ち
に
外
国
語
や
外
国
の

様
子
を
伝
え
て
く
れ
る
、
外
国
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
基
本
的
に
土
曜
日
の
開
催

と
な
り
ま
す
▼
対
象
＝
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
が
可
能
な
外
国
人
の
方
▼

募
集
人
員
＝
若
干
名
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

日
本
語
教
室
に
参
加
す
る
、
青
少

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
六
時
〜

七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本
語

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国
に

暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国
人

の
子
ど
も
（
※
中
学
生
ま
で
）
▼
定

員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇
円
程
度
▼
申

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

環
境
実
践
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す

外
国
人
の
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
商
工
祭
を

開
催
し
ま
す

一、事務職員（上級）
▼資　格＝昭和52年４月２
日から昭和56年４月１日ま
でに生まれた方（学歴は問
わないが、大学卒業程度の
試験を行います）。または、
昭和56年４月２日以降に生
まれた方で、学校教育法
（昭和22年法律第
26号）に基づき
大学（短期大学
を除く）を卒業
した方（平成15年３月まで
に卒業見込みの方を含む）
または、これと同等の資格
があると認められる方
二、事務職員（初級）
▼資　格＝昭和56年４月２
日から昭和60年４月１日ま
でに生まれた方（学歴は問
わないが、高校卒業程度の
試験を行います）

三、技術職員（保健師）
▼資　格＝昭和47年４月２
日以降に生まれた方で保健
師及び看護師の資格を有す
る方。または、平成15年３
月末日までに保健師及び看
護師の資格を取得する見込
みの方

四、消防吏員（上級）
▼資　格＝昭和52年４月２
日から昭和56年４月１日ま
でに生まれた方（学歴は問
わないが、大学卒業程度の
試験を行います）
五、消防吏員（初級）
▼資　格＝昭和56年４月２
日から昭和60年４月１日ま
でに生まれた方（学歴は問

わないが、高校卒業程度の
試験を行います）
▼採用予定人員＝一、事務
職員（上級）は７人二、事
務職員（初級）は３人三、
保健師は１人四、消防吏員
（上級）は２人五、消防吏員
（初級）は１人

▼申込み期間＝各職種とも
９月９日(月)～９月13日(金)
で、受付時間は各日午前９
時～午後５時15分
▼試験日＝９月22日(日)
▼採用予定年月＝平成15年
４月
▼募集要項の配布＝８月５
日(月)から▽一、二、事務職
員、三、技術職員（保健師）

は市役所人事課で配付▽四、
五、消防吏員は消防本部総
務課で配付。また、インタ
ーネットの泉南市公式ホー
ム ペ ー ジ
（http://www.city.senna
n.osaka.jp/）から募集要項、
受験申込み様式一式がダウ

ンロードできま
す。各要項を郵
送で請求の場合
は、封筒の表紙

に職種名を明記し、「募集要
項請求」と朱書、返信用封
筒（定型）にご自分の郵便
番号、住所、氏名を記入の
上、90円切手を貼付し郵送
してください
▼問合せ＝▽一、二、三、
は人事課（(83)０００１・内
線207）▽四、五、は消防本
部総務課（(85)０１１９）

泉南市の職員を募集します



気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後

〇
時
四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の
他
＝
コ

イ
ン
式
セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
コ
ピ
ー
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
（
Ｂ
５

〜
Ａ
３
判
黒
色
単
色
）
▼
問
合
せ
＝
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
内
線
361
）

夏
休
み
を
迎
え
、
水
泳
、
水
遊
び
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
が
本
格
化
す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
水
の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
し
な
い
＝
▽
池
や

川
は
非
常
に
危
険
で
す
。
子
ど
も
だ
け
で
池
や

川
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
保
護
者
の
方
も
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
▽
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
海
や

プ
ー
ル
で
も
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
▼
天
気
の
悪
い
と
き
や
波
の
高

い
と
き
は
泳
が
な
い
＝
▽
急
に
水
が
増
え
た
り
、

流
れ
が
速
く
な
る
な
ど
危
険
で
す
▽
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
無
理
な
行
楽
の
計
画
は
控
え
、
天
候

の
悪
い
と
き
は
延
期
し
ま
し
ょ
う
▼
遊
泳
禁
止

場
所
や
池
な
ど
で
は
泳
が
な
い
＝
た
め
池
は
非

常
に
危
険
な
の
で
、
絶
対
に
泳
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
▼
水
に
入
る
前
の
注
意
を
守
り
ま

し
ょ
う
＝
▽
十
分
に
準
備
体
操
を
し
ま
し
ょ
う

▽
お
酒
を
飲
ん
だ
後
は
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
▽
自
分
の
泳
ぐ
能
力
を
過
信
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
▼
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
・
地
域
課
（
(71)
１
２

３
４
）
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毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

8月22日、29日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755教育相談 

月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守され 
　ますのでご安心ください。 

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
あいぴあいきいき作品展開催あいぴあいきいき作品展開催
あいぴあ泉南では、

毎年恒例の「あいぴあ

いきいき作品展」を開

催します。

あいぴあ泉南では、

高齢者や障害者の方を

対象に、各種講座を開

催し、クラブ活動も活

発に行っています。ま

た、障害者デイサービ

スの創作活動として陶

芸、レザークラフト、

絵画、書道教室

等も行っていま

す。皆さんがそ

れぞれの思いで

作った入魂の一

作やステキな作

品を展示しますのでご

覧ください。

▼とき＝９月７日(土)

～９月13日(金)の各日

午前10時～午後４時

（９月８日(日)は除く）

▼ところ＝あいぴあ泉

南１階社会適応訓練室

▼入場料＝無料▼問合

せ ＝ あ い ぴ あ 泉 南

（(85)０７０７・fax(85)

０９０９）

水
の
季
節
が
や
っ
て
き
た

水
の
事
故
に
注
意
し
よ
う

母
子
家
庭
の
母
等
に
支
給
す
る
児
童
扶
養
手

当
に
つ
い
て
、
八
月
か
ら
制
度
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
所
得
制
限
限
度
額
及
び
手
当
額
の
改
正
＝

今
ま
で
二
段
階
で
あ
っ
た
手
当
額
が
就
労
等
の

収
入
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
手
当
額
と
な
り
ま

す
。

※
例
え
ば
、
子
ど
も
一
人
（
扶
養
人
数
一
人
）

の
母
子
家
庭
の
場
合
、（

）
内
は
給
与
収
入
の

総
収
入
額
の
目
安
で
す
。

▼
全
部
支
給
＝
所
得
制
限
が
現
行
の
九
〇
・
四

万
円
（
二
〇
四
・
八
万
円
）
未
満
か
ら
五
七
万

円
（
一
三
〇
万
円
）
未
満
に
な
り
ま
す
。
手
当

額
は
現
行
と
同
額
の
月
額
四
二
三
七
〇
円
で
す
。

▼
一
部
支
給
＝
所
得
制
限
額
は
五
七
万
円
（
一

三
〇
万
円
）
以
上
二
三
〇
万
円
（
三
六
五
万
円
）

未
満
に
な
り
ま
す
。
手
当
額
は
、
収
入
に
応
じ

て
月
額
四
二
三
六
〇
円
か
ら
一
〇
〇
〇
〇
円
ま

で
の
一
〇
円
き
ざ
み
で
設
定
さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
人
員
（
扶
養
人
数
）
が
異
な
る
と
、
こ

れ
ら
の
所
得
制
限
限
度
額
も
変
わ
り
ま
す
。

二
、
所
得
範
囲
や
所
得
額
の
計
算
方
法
の
見
直

し
＝
養
育
費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
そ

の
八
割
相
当
額
が
所
得
に
含
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
所
得
の
算
定
に
際
し
行
っ
て
い
た
寡
婦
控

除
や
特
別
寡
婦
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

三
、
特
別
障
害
者
控
除
の
額
が
三
五
万
円
か
ら

四
〇
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
手
続
き
面
等

に
お
い
て
変
更
さ
れ
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
325
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
す
る
と
、
年

金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。
遺
族
の

方
は
、
速
や
か
に
「
死
亡
の
届
」
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
後
で
返
納
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
年
金
は
死
亡
し
た
月
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。
死
亡
さ
れ
た
方
に
支
払
わ
れ
る
年
金
が

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
遺
族
の
方
が
「
未
支
給

年
金
」
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

届
け
出
先
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
で

異
な
り
ま
す
の
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

泉
南
市
と
泉
南
市
商
工
会
が
連
携
し
、
本
市

へ
の
企
業
立
地
を
促
進
す
る
た
め
の
工
場
用
地

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
工
場
用
地
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
工
場
適

地
の
所
有
者
で
あ
っ
て
、
当
該
用
地
（
概
ね
五

〇
〇
�
以
上
）
を
他
の
者
に
譲
渡
ま
た
は
賃
貸

を
希
望
す
る
方
の
情
報
を
収
集
及
び
保
管
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
立
地
を
希
望
す
る
企
業
に
対
し

て
、
そ
の
情
報
を
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
り
、
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
情
報

を
提
供
し
、
本
市
の
雇
用
の
確
保
と
経
済
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
▽
泉
南
市
商
工
会
（
(83)

６
３
６
５
）
▽
地
域
振
興
課
（
内
線
583
）

平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
、
泉
南
市
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
対
象
地
域
で
、

既
存
の
く
み
取
り
便
所
及
び
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
改
造
と
し
て
設
置
す
る
、
全
国
合
併
処

理
浄
化
槽
普
及
促
進
市
町
村
協
議
会
の
登
録
を

受
け
た
合
併
処
理
浄
化
槽
の
み
が
補
助
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
浄
化
槽
設
計
書
（
様
式
Ｄ
）
の

設
置
種
類
で
、
３
の
浄
化
槽
法
第
５
条
で
申
請

さ
れ
た
も
の
の
み
と
し
ま
す
。

ま
た
、
従
前
は
竣
工
検
査
の
み
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
施
行
日
以
降
は
様
式
第
９
号
の

依
頼
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
着
工
前
検
査
も
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）

市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交

付
を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保
有
す
る

自
己
の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
求

め
る
自
己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の
受
付
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料

の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
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nformati
i

on
年
金
の
受
給
者
が
死
亡
し

た
時
は
届
出
く
だ
さ
い

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

交
付
要
綱
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
す

泉
南
市
工
場
用
地
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



中
枢
神
経
（
脳
）
が
侵
さ
れ
ま
す
。
薬
物
の
乱

用
に
よ
り
、
幻
覚
・
被
害
妄
想
な
ど
の
精
神
障

害
だ
け
で
な
く
、
身
体
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
、
そ
の
弊
害
は
一
生
つ
き
ま
と
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
回
だ
け
と
思
っ

て
も
、
一
度
乱
用
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
意

志
で
は
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
「
依
存

性
」
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
薬
物
乱
用

は
一
回
で
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
で
す
。

薬
物
乱
用
に
関
す
る
相
談
は
、
最
寄
り
の
保

健
所
や
警
察
署
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
243
）

セ
ン
タ
ー
施
設
内
（
ロ
ビ
ー
）
に
展
示
す
る

手
づ
く
り
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
高
校
三
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒
に
よ
る
作
品
▼
募
集
作
品
＝
絵
画
、

工
芸
、
書
道
、
そ
の
他
▼
展
示
期
間
＝
約
一
ヶ

月
間
▼
申
込
み
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
作
品
は
セ
ン
タ
ー
内

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３
５
０
０
）

泉
南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就
学
援
助
費
を
申

請
さ
れ
受
給
認
定
さ
れ
た
方
の
前
期
分
を
、
八

月
十
三
日(

火)

に
申
請
者
指
定
の
金
融
機
関
振
込

に
て
支
給
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
297
）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
臨
海
部
を
中
心
に
生

息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
陸
部
で
も
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
性
格
は
お
と
な
し
く
攻
撃

性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毒
を
も
っ
て
お
り
、
か

ま
れ
る
と
大
事
に
い
た
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
ク
モ
の
特
徴
＝
▽
大
き
さ
は
約
一
�
で
全
体

に
黒
く
背
中
に
赤
い
帯
状
の
模
様
▼
み
か
け
た

ら
＝
▽
素
手
で
さ
わ
ら
な
い
▽
ス
プ
レ
ー
式
殺

虫
剤
を
噴
霧
す
る
か
、
注
意
し
て
踏
み
つ
ぶ
す

▼
か
ま
れ
た
ら
＝
▽
か
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
水
で

よ
く
洗
い
、
医
療
機
関
に
相
談
す
る
▼
こ
ん
な

所
に
い
ま
す
＝
▽
排
水
溝
の
側
面
や
フ
タ
の
裏

側
▽
花
壇
の
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ
み
や

穴
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
壁
の
す
き
間
▽
エ
ア
コ
ン

の
室
外
機
の
裏
な
ど
▼
清
掃
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
＝
生
息
し
そ
う
な
場
所
は
日
頃
か
ら
注
意
し
、

ク
モ
の
巣
が
あ
れ
ば
取
り
除
く
よ
う
し
、
整

理
・
整
頓
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
泉
佐
野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
(62)

７
７
０
１
）
▽
尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
(71)
６

０
０
１
）
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セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

青
少
年
セ
ン
タ
ー

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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「
ワ
ン
ギ
リ
」
と
は
、
相
手
の

携
帯
電
話
に
電
話
を
か
け
、
一
回

コ
ー
ル
し
た
だ
け
で
通
話
せ
ず
に

切
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
相
手
の
携
帯
電
話

に
は
、
誰
が
コ
ー
ル

し
た
の
か
着
信
表
示

が
残
る
の
で
、
若
者

た
ち
の
間
で
は
「
あ

い
さ
つ
」
が
わ
り
に

流
行
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
こ
の
ワ
ン
ギ
リ

を
利
用
し
た
悪
質
な
商
法
が
横
行

し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
苦
情
相
談

も
急
増
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の
着
信
履
歴
に
残
さ

れ
た
見
知
ら
ぬ
着
信
番
号
に
発
信

す
る
と
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
に
似
た

応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、

そ
の
ま
ま
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
操
作
を
続
け
る
と
、
こ
の

電
話
は
２
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
こ
れ
は
ア
ダ
ル
ト
系
業
者

に
よ
る
新
手
の
「
商
法
」
な
の
で

す
。
こ
の
２
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル

を
利
用
し
て
聞
き
続
け
る
と
、
２

〜
３
カ
月
後
に
携
帯
電
話
に
肉
声

か
自
動
音
声
ま
た
は
メ
ー
ル
で
料

金
の
支
払
い
を
求
め
て
き
ま
す
。

三
〜
一
〇
万
円
位
の
請
求
で
、

「
○
△
日
ま
で
に
支
払
い
が
な
い

場
合
は
、
取
り
立
て
業
者
に
債
権

を
譲
渡
す
る
」
と
か
「
法
的
手
続

き
を
と
る
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
入
る
の
で
す
。
中
に
は
ワ
ン
ギ

リ
着
信
に
返
信
し
た
だ
け
で
請
求

さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

心
当
た
り
の
な
い
着
信
番

号
や
メ
ー
ル
に
ア
ク
セ
ス
し

な
い
よ
う
、
ま
た
、
ど
う
し

て
も
気
に
な
る
と
き
は
、
こ

ち
ら
の
番
号
を
表
示
せ
ず
に
ア
ク

セ
ス
す
る
な
ど
し
、
注
意
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
費
者
相
談

室
（
内
線
319
）

市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
就
学

援
助
費
前
期
分
を
支
給
し
ま
す

携
帯
電
話
の
ワ
ン
ギ
リ
着
信
に
ご
用
心
！
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長
年
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
鳴
滝
解
放
会
館
が
、
こ
の

た
び
福
祉
の
向
上
と
人
権
啓
発
の
住
民
交
流
の

拠
点
・
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
生
活
上
の
各
種
相
談
事
業
（
福

祉
・
人
権
・
職
業
・
教
育
等
）、
人
権
啓
発
事
業
、

地
域
交
流
事
業
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
(83)
６

４
４
７
）

七
十
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
六

十
五
歳
以
上
）
の
方
が
受
給
し
て
い
る
老
人
保

健
の
医
療
制
度
で
は
、
次
の
よ
う
な
医
療
費
の

減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額
適
用
・
入
院
時

食
事
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
＝
一
、

同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
一
ヶ
月
間
の
入
院

時
保
険
診
療
分
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
上
限

（
通
常
・
三
七
二
〇
〇
円
）
が
二
四
六
〇
〇
円
に
、

食
事
代
の
自
己
負
担
額
（
通
常
・
一
日
当
た
り

七
八
〇
円
）
が
六
五
〇
円
、
ま
た
は
五
〇
〇
円

に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
対
象
者
は
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
で
す
。
二
、

同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
一
ヶ
月
間
の
入
院

時
保
険
診
療
分
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
上
限

（
通
常
・
三
七
二
〇
〇
円
）
が
一
五
〇
〇
〇
円
に
、

食
事
代
の
自
己
負
担
額
（
通
常
・
一
日
当
た
り

七
八
〇
円
）
が
三
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ

れ
ま
す
。
交
付
対
象
者
は
、
国
民
年
金
法
に
基

づ
く
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
、
か
つ
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
で
す
。
※
一
、
二
、

と
も
、
発
効
は
申
請
月
の
一
日
か
ら
と
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
入
院
時
に
備
え
、
交
付

を
受
け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
交
付
＝
同
一
医
療

機
関
に
お
い
て
、
一
ヶ
月
間
の
入
院
時
保
険
診

療
分
医
療
費
（
当
該
特
定
疾
病
に
係
る
医
療
を

受
け
た
場
合
に
限
る
）
の
一
部
負
担
金
の
上
限

が
一
〇
〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
交
付
対
象
者

は
、
医
師
よ
り
国
の
指
定
す
る
特
定
疾
病
（
人

工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢
性
腎
不
全
、
血
友

病
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
に
よ
り
、
診

療
を
受
け
て
い
る
旨
の
意
見
書
の
あ
る
方
で
す
。

発
効
は
申
請
月
の
一
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

▼
高
額
医
療
費
の
支
給
＝
次
の
一
、
二
、
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
を
合

算
し
て
、
三
七
二
〇
〇
円

（
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
二
四
六
〇
〇
円
）
を
超
え
る
額
が
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

一
、
同
じ
月
に
同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
三

〇
〇
〇
〇
円
以
上

（
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
場

合
は
、
二
一
〇
〇
〇
円
以
上
）
の
保
険
診
療
分

に
係
る
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
老
人
保
健
受

給
者
が
同
一
世
帯
に
複
数
い
る
場
合
。
二
、
同

じ
月
に
異
な
る
二
つ
以
上
の
医
療
機
関
に
入
院

し
、
そ
れ
ら
の
医
療
機
関
で
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇

〇
〇
円
以
上
（
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
場
合
は
、

二
一
〇
〇
〇
円
以
上
）
の
保
険
診
療
分
に
係
る

一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合
。
※
な
お
、
老

人
保
健
と
他
の
公
費
負
担
医
療
を
併
用
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
診
療
分
に
係
る
受
給

者
負
担
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
総
医
療

費
の
額
に
よ
り
、
払
い
戻
し
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
310
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な

の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇

冊
を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お

一
人
五
冊
ま
で
借
り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回

場
所
、
日
時
は
下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
大
雨
・
暴
風
警
報
発
令
時
等
、
気

象
状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

八
月
の
巡
回
は
、
車
両
点
検
・
整
備
及
び
図

書
整
理
の
た
め
運
休
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
そ
の
間
は
図
書

館
本
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用
に
よ
り
、
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※８月のかしのき号の巡回はお休みです

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
幡代老人集会場
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
８月 ９月

ステーション名 時間
巡回日

８月 ９月
水
水
木
木
金
金
水

1：30～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：00～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

4日18日
4日
5日
5日
6日
6日

18日
19日
19日

11日

20日
20日
25日

12日
11日

12日
13日
13日

25日
26日
26日
27日
27日

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8 9 10

17161514131211

24232221201918

25 26 27 28 29 30 31

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費
の

減
額
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

薬
物
の
乱
用
は

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
！



市
民
の
皆
さ
ん
、
夏
場
に
向
け
て
の
節
水
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
お
風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗
濯
や
ま
き
水
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
▽
水
を
使
用
し
た
後
は
、
蛇
口

を
し
っ
か
り
と
締
め
ま
し
ょ
う
▽
歯
み
が
き
の

時
は
コ
ッ
プ
を
使
い
、
水
を
出
し
放
し
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
業
務
課
（
(82)
６
５
５
１
）

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交
付

機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間
以
外

の
休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、

利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
暗
証
番

号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑

登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明

書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月
二

十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、
土

日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
但
し
、
毎

月
第
三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時

ま
で
▼
受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

15

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

休
日
で
も
住
民
票
等
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す

夏休み！親子で行こう・関
空わくわくセミナー
▼とき＝８月23日(金)午前
10時～午後５時▼内容＝▽
操縦席でのエピソード紹介
▽空港島内施設バスツアー
▽展望ホールでの昼食（機
内食）▽機内での過ごし方
紹介▽２期工事見学ホール
での工事紹介（一部変更す
る場合あり）▼対象＝小学
４～６年生とその保護者
（保護者１人につき子ども
は２人まで）▼定員＝80人
程度▼参加費＝１人につき
2,000円（機内食代含む）▼
申込み＝一、往復ハガキの
場合・応募者全員の必要事
項（住所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号、こ
のセミナーを何で知った

か）をご記入の上、〒
549－8501泉佐野市泉州空
港北１番地・関西国際空港
(株)関空わくわくセミナー
事務局まで二、電子メール
の場合は、応募者全員の必
要事項（往復ハガキに同じ）
を ご 記 入 の 上 、
wakuwaku@kiac.co.
jpに「関空わくわくセミナ
ー」と明記し、送信してく
ださい▼申込締切り＝一、
二、とも８月12日(月)（必
着）▼問合せ＝関西国際空
港(株)関空わくわくセミナ
ー事務局（(58)２０３２）

シリーズ：関西国際空港情報NO.27

信達小学校は市域の中央部に位置し、教職員３５人、児
童数８６４人と市内でも大規模な小学校の一つとなってい
ます。落ち着いた環境の中で子どもたちは、明るく元気い
っぱい、しかも礼儀正しく素直に学び、育っています。本
校で親子４代にわたって学ぶという児童も少なくなく、１
３０年余の伝統が息づいていて、学校教育に対し保護者や
地域の方々の関心も高く、たいへん協力的です。そこで、
学校が地域や保護者の方々と力を合わせて実施している行
事の一端をご紹介します。
▼業間活動（異年齢集団活動）＝今の子どもはテレビゲー
ムによる遊びには大変興味を示しますが、外で遊ぶ機会・
経験は非常に少なくなっています。そこで、運動場いっぱ
いに広がって、大きい子が小さい子のことを思いやりなが
ら、面倒を見ています。ふだんは外に出たがらない子もこ
の日は、うれしそうにお兄ちゃん・お姉ちゃんに手を引か
れて遊んでいます。これを縦割りタイム、地区割タイムと
して実施しています。
▼福祉教育＝福祉教育協力校として、地域のお年寄りや独
居老人の方々と年間を通して交流することにより、心豊か
な子どもに育ってくれるように取り組んでいます。
▼その他＝児童会では、あいさつ運動、球技大会、募金、

相撲大会などの
運営に、児童た
ちが自ら進んで
積極的に取り組
んでいます。保
護者の方々に
は、地区巡視と
して週に１回、
校区内の見回り
をお願いした
り、プール開き
の※飴湯炊きでお世話をいただいたり、また、「総合的な学
習」では、保護者の方々だけではなく、地域の方々からも
「地域の人材活用」で、たいへんご協力いただいています。
※飴湯炊き＝今から３０年ほど前、その頃は臨海学習とし
て行っていましたが、水泳で疲れた子どもたちの冷えたお
腹を温め、元気を取り戻してあげようと滋養に適した飴湯
を炊き、当時の保護者の皆さんが海岸まで運んでくださっ
たのが始まりだと聞いています。これが、今日まで受け継
がれ、親の思いを伝える信達小学校ＰＴＡの伝統の行事と
なっています。 ▼問合せ＝指導課（内線２７７）

学校が地域や保護者と力を合わせて‥ 
信達小学校 

三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
ま
し
た

蜷
川
善
夫

に
な
が
わ
よ
し
お

前
助

役
の
後
任
と
し

て
、
前
大
阪
府

市
町
村
課
参
事
の
神
田
経
治

か
ん
だ
つ
ね
は
る

さ
ん
が
、
七
月
一

日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
泉
南
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

神
田
さ
ん
は
昭
和
五
十
六
年
立
命
館
大
学
を

卒
業
後
、
大
阪
府
庁
入
り
、
大
阪
府
企
画
調
整

部
情
報
政
策
課
、
同
商
工
部
立
地
経
済
交
流
課
、

同
総
務
部
市
町
村
課
等
を
経
て
、
こ
の
た
び
の

泉
南
市
助
役
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
275
）

「
泉
州
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。
こ
れ
は
、
泉
州
地
域
の
事
業
者
が
大
学
の

研
究
者
と
交
流
を
図
る
場
の
こ
と
で
す
。
平
成

十
二
年
に
泉
南
・
阪
南
市
、
熊
取
・
岬
・
忠
岡

町
の
商
工
会
が
地
域
の
枠
を
越
え
、
力
を
合
わ

せ
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
に
和
歌
山
大
学
や
近
畿

職
業
能
力
開
発
大
学
校
、
大
阪
府
立
産
業
技
術

総
合
研
究
所
へ
の
研
究
室
見
学
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
ま

で
幅
広
い
構
成
の
事
業
者
が
支
援
施
策
の
活
用

方
法
等
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
気
楽
に
、
気
軽
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

個
々
の
事
業
者
に
積
極
的
に
参
加
、
活
用
い
た

だ
き
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き

る
機
会
と
な
る
よ
う
な
交
流
の
場
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
さ
ら
に
大
阪
市
立
大
学
、
大
阪
府

立
大
学
と
も
連
携
し
、
研
究
者
と
の
交
流
機
会

を
増
や
し
、
個
別
の
課
題
に
適
し
た
研
究
者
を

人
選
、
情
報
交
換
し
、
事
業
者
と
研
究
者
が
互

い
に
意
義
深
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
事
業
者
が
会
社
に

い
な
が
ら
研
究
者
と
情
報
交
換
で
き
る
シ
ス
テ

ム
、
ま
た
、
互
い
の
仕
事
を
受
発
注
す
る
シ
ス

テ
ム
等
を
立
ち
上
げ
、
商
工
会
が
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
を
参
加
企
業
に
向
け
提
供
す
る
企
画
も
実

現
さ
せ
る
予
定
で
す
。

産
学
交
流
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
解
決
が
難

し
か
っ
た
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
(83)
６
３
６
５
）

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ご
み
の
分
別
収

集
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
ご
み
の
正
し
い
分
別
方
法
や
ご
み
の
正

し
い
出
し
方
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
住
所

地
ご
と
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ア
ド
レ
ス
＝http://w

w
w
.city.sennan.osa

ka.jp/seisou/

▼
問
合
せ
＝
▽
清
掃
課
（
(83)
５

８
７
５
）
▽
情
報
管
理
課
（
内
線
327
）

国
や
公
社
、
警
察
、
役
所
な
ど
行
政
が
行
う

仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
は
行

政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
と
は
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
員
が
、
行
政
の
仕
事
に
関
し
て
の
要

望
や
苦
情
、
相
談
を
受
け
、
行
政
評
価
局
等
と

連
絡
を
と
り
な
が
ら
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
二
時
〜
四
時

▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
別
館
一
階
会
議
室
▼
泉
南

市
の
行
政
相
談
員
＝
▽
松
本
啓
子

ま
つ
も
と
け
い
こ

さ
ん
（
新
家

三
三
七
九
の
一
一
九
・
(82)
０
８
７
７
）
▽
金か
な

田
辰
之

た
た
つ
ゆ
き

さ
ん
（
男
里
四
の
五
の
四
・
(83)
６
９
２

５
）
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
556
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３
５
０
０
）
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新
し
い
助
役
に
神
田
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
み
の
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
が
閲
覧
で
き
ま
す

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
役

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

開
設
し
ま
す

泉
州
産
学
交
流
プ
ラ
ザ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

年金等の種類 

老　　齢 
基礎年金 

障　　害 
基礎年金 

遺　　族 
基礎年金 

寡　　婦 
年 金 等  

平成14年３月以前 
第１号被保険者期 
間または、第３号 
被保険者期間のみ 
の人 
　�　市区町村 

初診日が20歳前、 
第１号、第３号被 
保険者期間、60歳 
～65歳の間にある 
人　�　市区町村 

死亡日が、第１号、 
第３号被保険者期 
間または、受給権 
者等である人 
　�　市区町村 

寡婦年金、死亡一時金、特別 
一時金　�　市区町村 

第１号被保険者期間のみの人で、保険料納付済 
（免除）で受給資格を満たす人　�　市区町村 

初診日が20歳前、第１号被保険者期間、 
60歳～65歳の間にある人　�　市区町村 

死亡日が第１号被保険者にある人 
　�　市区町村 

死亡日が第３号被保険者期間にある人または、 
受給権者等である人　�　社会保険事務所 

従来どおり　 
　�　市区町村 

初診日が第３号被保険者期間に 
ある人　�　社会保険事務所 

合算対象期間（カラ期間）を含めて受給資格を満たす人、 
第３号被保険者期間のある人　�　社会保険事務所 

平成14年４月以降 

これまで国民年金のみに加
入していた人の老齢基礎年金
などの年金請求は、市の窓口
で受付していましたが、平成
14年４月から第３号被保険者
期間などがある人は、住所地

を管轄する社会保険事務所が
受付窓口となります。詳細は
次表をご参照ください。
▼問合せ＝国保年金課（内線
255）

国民年金の請求の受付窓口が変更



月
間
」
と
し
、
全
国
的
に
電
気
使
用
安
全
活
動

を
よ
り
盛
り
上
げ
る
た
め
の
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
電
気
使
用
安
全
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝(

財)

関
西
電
気
保
安
協
会
大
阪
南
支

部
（
０
７
２
・
２
６
０
・
０
３
５
０
）

う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
最

近
体
力
が
落
ち
た
よ
う
だ
け
ど
、
将
来
を
考
え

る
と
不
安
‥
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
者
に
関
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
＝

介
護
保
険
の
利
用
方
法
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
元
気
だ
け
れ
ど
手

助
け
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

な
ど
、
総
合
的
に
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
方
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
▼
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
は
市
の
委
託
事
業
で
す
＝
相
談

は
無
料
で
、
二
十
四
時
間
体
制
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し

ま
す
▼
各
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
▽
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
せ
ん
わ
（
(83)
２
０
２
２
）
▽
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
六
尾
の
郷
（
(80)
２
８
５
１
）

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
リ
（
(84)
８
５
８

３
）

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
で
し
こ
り

ん
く
う
（
(80)
５
６
０
１
）
▽
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
な
で
し
こ
り
ん
く
う
・
あ
い
ぴ
あ
泉
南

（
(85)
３
６
０
０
）
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
304
・
307
）

野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
ば
い

煙
の
発
生
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
有
害
物
質

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
等
発
生
の
原
因
と
も
な
り
、

周
辺
の
生
活
環
境
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え
ま

す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

特
に
建
設
廃
材
等
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、

適
正
な
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）

ペ
ッ
ト
の
フ
ン

や
鳴
き
声
に
よ
る

苦
情
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

は
愛
情
を
持
っ
て

育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰
り
、

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
241
）
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広報６月号、７月号で、市町村合併や
広域行政についてご紹介してきましたが、
今月号では、広域行政や合併のメリット
やデメリット、大阪府内及び本市の取り
組みの状況についてお知らせします。
▼広域行政と市町村合併のメリットとデ
メリット＝泉南市が行っている広域行政
の具体的な例としては、岸和田市以南の
５市３町で構成されている「泉南地域広
域行政推進協議会」や阪南市と泉南市で
構成される「泉南清掃事務組合」、阪南
市・岬町と本市で構成される「阪南市泉
南市岬町介護認定審査会」等があり、効
率的に事務を行うために古くから積極的
に活用していきました。
住民のニーズが多様化し、市町村の枠

を越えた住民サービスが求められる中、
住民サービスの向上を進めるため、市町
村が協力し、様々な事業を連携して、効
率的に行うことができることが広域行政
のメリットの一つです。しかし、広域行
政を行う方が理屈の上では、合理的・効
率的と考えられる分野でも、それぞれの
自治体の事情が異なるため調整が難しく、
１市でも反対すれば実現しないなど、現

実には広がらないというのが実状です。
一方、合併による効果としては、公共

施設の広域的・効率的な利用による利便
性の向上や、より広域的な視点に立った
まちづくりの展開や施策の広域的な調整
が可能になることや、市役所の総務、企
画などのスタッフ部門の効率化が図られ、
相対的にサービスの提供や事業を直接行
う部門を充実させることができるととも
に、全体的にみれば職員数を減らすこと
ができることなどが、一般的に期待され
ています。
逆に、合併によって懸念される事項と

しては、市民の意見が反映されにくくな
ったり、市役所が遠くなる、中心部と周
辺部との地域格差が生じる、地域の歴史
や文化、連帯感が失われていくのではな
いか、きめ細やかなサービスが受けられ
なくなる、サービス水準が低下するので
はないか等が懸念されています。しかし、
懸念される事項については、それぞれの
対応策をとることでクリアできるものと
考えられます。
▼大阪府内及び泉南市の取り組み状況＝
現在、大阪府内においては、南河内広域

行政研究会をはじめ８つの地域で合併問
題も視野に入れた広域的連携に関する研
究会が設置されるなど、合併に向けた取
り組みが活発化しつつあります。
また、泉南市においても昨年５月に阪

南市・岬町との２市１町で「泉州南広域
行政研究会」を設立し、広域行政の推進
や合併も視野に入れた新たな広域的連携
のあり方などについて調査・研究を行っ
ており、今後もより広域的な視野での検
討も含め、合併問題や広域行政について
調査・研究を行っていきます。
シリーズ「合併って、広域行政って？」

は今月号で終了しますが、今後も広報せ
んなん等で積極的に
情報提供に努めて参
りたいと考えていま
す。明日の泉南市の
ためにも、市民の皆
さんも一緒に合併問
題について考えてい
きましょう。
▼問合せ＝政策推進
課（内線３４９・２
８７）

シリーズ：合併って、広域行政って？（３）

め
い
わ
く
な
野
焼
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

ペ
ッ
ト
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

印
鑑
証
明
は
、
泉
南
市
に
登
録
さ
れ
た
個
人

の
印
鑑
（
印
影
）
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
印
鑑
証
明
は
個
人
が
社
会
生
活
の
中
で
必
要

に
な
る
種
々
の
手
続
き
や
法
律
行
為
に
用
い
ら

れ
、
資
産
の
処
分
や
融
資
の
手
続
き
に
は
欠
か

せ
な
い
な
ど
、
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
市
で
は
印
鑑
登
録
申
請
の

取
扱
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
慎
重
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
登
録
さ
れ
た
方
自
身
も
、

登
録
し
た
印
鑑
（
実
印
）
や
印
鑑
登
録
証
（
登

録
済
を
証
明
す
る
カ
ー
ド
）
の
保
管
に
は
十
分

な
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
印
鑑
登
録
を
本
人
が
申
請
す
る
場
合
＝
官
公

署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
、
ま

た
は
、
印
鑑
登
録
す
る
人
を
市
内
在
住
の
す
で

に
印
鑑
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
（
二
十
歳
未
満

の
人
は
除
く
）
が
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
保
証

す
る
こ
と
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
を
即
日
交
付
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
所
定
の
保
証
書
（
登
録

印
鑑
を
押
印
し
た
も
の
）
が
必
要
で
す
。
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
が
な
い
場
合
及
び
保

証
人
が
い
な
い
時
は
、
本
人
の
意
思
確
認
を
す

る
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所
地
宛
に
送
付

し
ま
す
。
照
会
書
が
届
い
て
か
ら
所
定
の
期
日

内
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
代
理
人
が
登
録
申
請
す
る
場
合
＝
本
人
が
自

署
及
び
登
録
申
請
す
る
印
鑑
を
押
印
し
た
委
任

状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
十
五
歳
未
満
の
人

は
代
理
人
に
な
れ
ま
せ
ん
）。
申
請
後
、
本
人
の

意
思
確
認
の
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所
地

宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
照
会
書
が
届
い
て
か

ら
所
定
の
期
日
内
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録
証
を

交
付
し
ま
す
。

▼
未
成
年
者
が
印
鑑
登
録
申
請
す
る
場
合
＝
父

母
（
ど
ち
ら
か
一
方
）
の
同
意
書
（
登
録
印
を

押
印
し
た
も
の
）
が
必
要
で
す
。
※
十
五
歳
未

満
及
び
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
、
成
年
被
後
見

人
と
み
な
さ
れ
る
人
は
印
鑑
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

▼
本
人
が
印
鑑
証
明
を
申
請
す
る
場
合
＝
所
定

の
申
請
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
及
び
必
要
枚
数
を
記
入
し
、
必
ず
印
鑑
登

録
証
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
が
印
鑑
証
明
を
申
請
す
る
場
合
＝
所

定
の
申
請
用
紙
に
印
鑑
登
録
者
及
び
代
理
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
必
要
枚
数

を
正
確
に
記
入
し
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

電
気
は
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
経
済
・
産

業
活
動
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
時

代
に
向
け
、
電
気
へ
の
依
存
度
は
測
り
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
電
気
は
大

変
危
険
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
電
気
は
正
し
く

安
全
に
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

経
済
産
業
省
で
は
、
夏
場
に
電
気
事
故
が
多

く
発
生
す
る
た
め
、
八
月
を
「
電
気
使
用
安
全
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八
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す

印
鑑
証
明
の
手
続
き
は
次
の

よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

平成11年８月に改正住民基本台
帳法が成立し、すべての自治体に
おいて、「住民基本台帳ネットワー
クシステム」の構築作業を進めて
います。
一、住民基本台帳ネットワークで
便利になります＝住民基本台帳は、
個人の居住関係の公証をはじめ、
選挙人名簿の作
成や国民年金の
被保険者として
の資格管理な
ど、市町村が行
う各種行政サー
ビスの基礎資料となっています。
住民基本台帳ネットワークシステ
ムは、従来の四情報（氏名、住所、
性別、生年月日）に住民票コード
を新たに追加し、地方自治体共同
のシステムとして、全国共通で本
人確認ができるしくみを構築する
ものです。今年８月５日を第１次

稼働として、行政機関に本人確認
情報の提供を開始します。各種の
行政手続で添付が義務づけられて
いた住民票の写しが、これによっ
て順次不要となっていきます。
また来年８月（予定）の第２次

稼働では、全国のいずれの市区町
村役場においても、自らの住民票

の写しの発行が可能となります。
さらに、転出地と転入地のそれぞ
れの役所に届け出ていただいてい
た転出入についても一定の条件を
満たせば、転入地のみでの届で済
むようになります。
二、個人情報の保護は万全です＝
このシステムが保有する個人情報

は、前述の四情報と住民票コード
の他に、これらの変更年月日と変
更事由のみです。さらに、情報提
供を行う行政機関の範囲や利用目
的も法律で限定されている他、民
間部門等で住民票コードを利用す
ることは禁止されています。万全
のプライバシー保護措置がとられ

ています。
三、住民票コ
ードを通知し
ます＝皆さん
の住民票に11
桁の番号を設

定したものが「住民票コード」で
す。無作為にコンピュータによっ
て設定された番号で、同一世帯で
も関連のない数字となっています。
この住民票コードは８月中頃に、
郵便で市民の皆さんにお知らせし
ます。
▼問合せ＝市民課（内線549）

住民票コードをお知らせします
８月５日住民基本台帳ネットワーク、スタート！



０
０
１
・
内
線
212
／
fax
(83)
９
７
２
４
）

人
権
と
平
和
の
世
紀
と
い
う
こ
と
で
二
十
一

世
紀
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
世
界
的
に
は
、

昨
年
九
月
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
問
題
。

国
内
で
も
沖
縄
復
帰
三
〇
周
年
と
基
地
問
題
な

ど
、
今
も
な
お
、
平
和
に
関
す
る
課
題
が
山
積

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

泉
南
市
で
は
毎
年
八
月
を
「
非
核
平
和
月
間
」

と
し
て
、
次
の
と
お
り
様
々
な
平
和
の
催
し
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向

け
、
ま
ず
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る

の
か
、
行
動
に
ど
う
結
び
つ
け
て
い
け
ば
い
い

の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
212
）

一
、
非
核
平
和
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す

▼
と
き
＝
八
月
五
日(

月)

〜
十
六
日(

金)

▽
一
回

目
は
午
前
十
時
〜
▽
二
回
目
は
午
後
三
時
〜
▼

と
こ
ろ
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ

ー
▼
内
容
＝
沖
縄
の
戦
後
史

（
約
四
〇
分
）

二
、
非
核
平
和
の
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す

▼
と
き
＝
八
月
一
日(

木)

か
ら

三
十
日(

金)

の
図
書
館
開
館
時

間
中
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
図
書

館
▼
内
容
＝
平
和
に
関
す
る

図
書
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
す

三
、
愛
と
平
和
の
一
筆
啓
上

作
品
を
展
示
し
ま
す

▼
と
き
＝
八
月
二
十
日(

火)

〜

三
十
日(

金)

の
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
▼
内

容
＝
皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た

だ
い
た
「
愛
と
平
和
の
一
筆
啓
上
作
品
」
を
展

示
し
ま
す

四
、
非
核
平
和
の
集
い
を
開
催
し
ま
す

「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
が
見
え
ま
す
か
」
を
テ
ー

マ
に
、
写
真
パ
ネ
ル
、
朗
読
、
音
楽
を
通
し
て

沖
縄
を
感
じ
、
そ
こ
か
ら
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日(

日)

午
後
一
時
開
場
、
一

時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
一
階
大

会
議
室
▼
内
容
＝
▽
愛
と
平
和
の
一
筆
啓
上
表

彰
式
▽
朗
読
（
ヌ
チ
ド
ゥ
　
タ
カ
ラ
）
▽
泉
南

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
く
す
の
き
」
の
皆
さ
ん

▽
寿
（kotobuki

）
ラ
イ
ブ
※
ボ
ー
カ
ル
は
ナ

ビ
ィ
（
広
島
出
身
の
女
性
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
）、

ギ
タ
ー
は
ナ
ー
グ
シ
ク
ヨ
シ
ミ
ツ
（
沖
縄
出
身
、

沖
縄
に
対
す
る
深
い
理
解
と
強
い
意
思
を
持

つ
。）
※
沖
縄
に
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
幅

広
い
音
楽
性
を
持
つ
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
サ

ウ
ン
ド
で
ラ
イ
ブ
を
中
心
に
活
動
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
は
不
要
▼
そ
の

他
＝
一
時
保
育
、
手
話
通
訳
あ
り
。
一
時
保
育
、

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
八
月
九
日(

金)

ま
で

に
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
役
所
人
権
啓

発
課
（
(83)
０
０
０
１
・
内
線
212
／
fax
(83)
９
７
２

４
）
ま
で
▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
(83)
０
０

０
１
・
内
線
212
／
fax
(83)
９
７
２
４
）

19

８
月
は
平
和
月
間
で
す
！

戦
争
や
核
の
な
い
21
世
紀
を

パート２では、仕事（働くこと）

について学んでいきます。女性の

働き方も多様化する時代がやって

きました。自分らしく働くチャン

スをつかむにはどうすればよいか

考えてみませんか。

▼とき・内容・講師＝次表のとお

り※時間はいずれも午前10時～正

午▼ところ＝市役所２階大会議室

▼参加費＝無料▼その他＝手話通

訳・一時保育あり※但し、一時保

育を希望する方は、子ども１人に

つき450円（保険代）が必要です

（初回のみで平成15年３月31日まで

有効）

▼申込み＝８月30日(金)（必着）ま

でに、お電話またはファクス、ハ

ガキに住所、氏名、電話番号、一

時保育及び手話通訳の要否（希望

があれば）、一時保育を希望する場

合は子どもの氏名（ふりがな）、生

年月日を明記の上、〒590－0592

（住所不要）泉南市人権啓発課

（(83)０００１・内線237／fax(83)９

７２４）まで

▼問合せ＝人権啓発課（内線237）

シリーズ：人権シリーズ：人権

自分らしく　働くために・・・
♀
ひ と

と♂
ひ と

のイキイキ講座パート２

９月10日� 

月　日 内　容 講　師 

９月17日� 

９月24日� 

荒金雅子さん・女性と仕事研究所 

中村初美さん・フリーランス・ライター 

本田郁子さん・ハローワークWing所長 

自分にあったワークスタイルとは～働くチャンスをつかもう！～ 

仕事との出会い～今から探そう、仕事ネタ～ 

イマドキの就職事情～仕事がしたいあなたへ～ 

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
高
齢
者
も

子
ど
も
も
、
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
る
、
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
人
権
啓
発
課
と
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
）
が
共
同
で
、
「
福
祉
講
演

会
＆
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

障
が
い
者
問
題
は
、
特
別
な
人
た
ち
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
は
、
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
で

す
。
誰
も
が
公
平
に
自
分
で
自
分
の
人
生
を
切

り
開
い
て
い
け
る
社
会
に
な
る
た
め
に
、
今
回

は
障
が
い
者
の
自
立
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
、
第
�
講
座
▼
と
き
＝
九
月
七
日(

土)

午
後
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
一
階
大

会
議
室
▼
テ
ー
マ
＝
み
つ
け
よ
う
！
マ
イ
・
ポ

ジ
シ
ョ
ン
▼
講
師
＝
福
角
幸
子

ふ
く
す
み
さ
ち
こ

さ
ん
（
車
い
す

の
語
り
部
）
▼
福
角
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝

神
戸
市
生
ま
れ
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
の
脳
性
マ

ヒ
と
小
学
生
の
時
の
し
ょ
う
こ
う
熱
の
後
遺
症

で
、
重
い
言
語
障
が
い
と
歩
行
困
難
で
車
い
す

を
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
女
時
代
は
自
分
の

障
が
い
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
き
、
何
事
に

も
消
極
的
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
二
十
七
歳
の

時
に
自
立
し
て
暮
ら
す
障
が
い
者
の
姿
に
刺
激

を
受
け
、
一
九
八
〇
年
に
文
化
住
宅
を
借
り
て

自
立
生
活
を
始
め
、
一
九
八
六
年
に
は
同
じ
車

い
す
生
活
の
宣
弘

の
ぶ
ひ
ろ

さ
ん
と
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
八
九
年
、
奈
良
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
の
わ
た
ぼ

う
し
語
り
部
学
校
の
一
期
生
と
し
て
入
学
。
最

初
は
緊
張
す
る
と
声
が
震
え
て
う
ま
く
話
せ
ず
、

く
じ
け
そ
う
な
時
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

徐
々
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

し
ゃ
べ
る
の
が
楽
し
く
な
り
、
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
九
二
年
第
一
回
「
わ
た
ぼ
う
し
語
り

部
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
灰
谷
健
次
郎

は
い
た
に
け
ん
じ
ろ
う

さ
ん
の
作
品

「
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
ひ
と
つ
」
を
語
り
、
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
さ
れ
、
以
後
「
語
り
部
」
と
し
て

の
活
動
の
他
に
、
新
屋
英
子
さ
ん
、
プ
カ
ソ
ン

コ
（
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
）
等
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
に
は
、
自
作

の
童
話
「
め
ざ
し
の
ジ
ョ
ニ
ー
」（
学
研
）
を
出

版
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
第
一
〇
回
「
わ
た
ぼ
う

し
語
り
部
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
自
作
の
「
め

ざ
し
の
ジ
ョ
ニ
ー
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
人
前
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社

会
の
一
員
と
し
て
自
覚
が
芽
生
え
て
こ
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
残
さ
れ
た
機
能

を
生
か
し
て
、「
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
思

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
福
角
さ
ん
の
夢
は
、

夫
の
宣
弘
さ
ん
と
二
人
で
紙
芝
居
屋
さ
ん
に
な

る
こ
と
‥
だ
そ
う
で
す
。「
か
な
う
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
、

年
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、
年
輪
の
よ
う
な
深

み
の
あ
る
語
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

二
、
第
２
講
座
▼
と
き
＝
九
月
十
一
日(

水)

午
後

二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階

第
一
研
修
室
▼
テ
ー
マ
＝
さ
り
げ
な
く
街
に
生

き
る
▼
講
師
＝
梅
田
和
子

う
め
だ
か
ず
こ

さ
ん
（
自
閉
症
児
の

会
）

三
、
第
３
講
座
▼
と
き
＝
九
月
十
八
日(

水)

午
後

二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階

第
一
研
修
室
▼
テ
ー
マ
＝
精
神
障
が
い
者
が
地

域
で
の
自
立
を
め
ざ
し
て
活
動
す
る
に
は
▼
講

師
＝
▽
新
川
親
義

に
い
が
わ
ち
か
よ
し
さ
ん
（
精
神
障
害
者
通
所
授

産
施
設
ぱ
ぴ
る
す
）
▽
人
形
劇
団
「
や
な
ぎ
」

の
皆
さ
ん

四
、
第
４
講
座
▼
と
き
＝
九
月
二
十
五
日(

水)

午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三

階
第
一
研
修
室
▼
テ
ー
マ
＝
自
立
の
た
め
の
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

▼
一
、
〜
四
、
参
加
費
＝
無
料
▼
一
、
〜
四
、

申
込
み
＝
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
但
し
、
一

時
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
、
人
権
啓

発
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
手

話
通
訳
あ
り
▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
(83)
０

18

あ
い
ぴ
あ
福
祉
講
演
会
＆
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー
「
障
害
者
問
題
」

泉南市教育委員会では、自らの生き

方を問いながらこれからの青少年自身

の生き方や進路について考える研修会

を開催します。ふるって、ご参加くだ

さい。

▼と　き＝９月５日(木)

午後７時半～９時

▼ところ＝人権ふれあいセンター

（旧鳴滝解放会館）

▼テーマ＝（仮）自らの生き方を振り

返り、後輩たちにたくす思いや願い

▼講　師＝川口泰司
かわぐちやすし

さん（ハートヒー

トオーバー代表）

▼対　象＝15歳から25歳位までの青少

年

▼参加費＝無料

▼申込み＝事前申込は不要です

▼問合せ＝生涯学習課（内線217）

自分の生き方考えてみませんか



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.８）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

麻しんの予防接種 

日本脳炎の予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

風しんの予防接種 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４カ月児健康診査 

１歳６カ月児健康診査 
３歳６カ月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６カ月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

随　時 
市内の各医療 
機関 

随　時 
市内の各産婦人 
科医院 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�８月７日� 
�９月４日� 

�平成14年３月生 
�平成14年４月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

８月28日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成13年１月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

８月21日� 
午後０時半～１時05分 

▼平成11年１月生 

８月22日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年７月生 

歯みがき教室 ８月29日� 
午後１時～１時20分 

▼平成12年６月生 
▼平成12年12月生 

８月29日� 
午後１時半～２時 

▼平成12年１月生 

８月30日� 
午後１時半～２時半 
９月５日� 
午後１時半～２時半 

８月８日� 
午後１時半～２時半 

第１期は、３歳～７歳６カ月未満。�初回接種は、約１～４週間 
隔で２回。�追加接種は、２回目の接種終了後、約１年後に１回。 
第２期は９～13歳未満、第３期は14～16歳未満。対象年齢内に１ 
回接種してください。 

第１期（３種混合）は、生後６カ月～７歳６カ月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６カ月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12カ月～７歳６カ月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
生後12カ月～７歳６カ月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
８月８日�　スカイシティオークワ泉南店 
８月22日�　サティ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時▽成分献血 
の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血は１人約40～50分かかりますので、事前に 
保健センター（��7615）へお申込みください。 
なお、大阪府内の当日と翌日の献血場所は、 
�0120－524133でご案内しています。泉南市献血推進協議会 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。 
事前予約が必要です。 

８月５日�、12日�、19日�、 
26日�の各午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

�８月２日��９月６日� 
午後１時半～３時 

８月20日� 
８月27日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２ 
歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実 
施。歯みがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食 
等。予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記 
用具、問診票。※今月受診できない人は、対象月より 
３ヵ月以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５ヵ月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９ヵ月～１歳未満 ４カ月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第１、３火曜日 
▼北野区民センター第２、４火曜日 
▼保健センター第２、４木曜日 
いずれも午後２時～１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持と閉じこもり防止をめざします。 
直接、会場へお越しください。 

40歳以上で簡単な集 
団体操に参加でき、 
自力又は家族の送迎 
で参加できる方 

▼40歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

▼30歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血検査２日法。※できるだけセットで受けてください。 
健康手帳を持参の上、直接医療機関受付へ申し込んでください。 
※直接医院受付に申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）（信達牧野361－10／�83－2357） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／�83－2505）▼宮城医院・婦人科 
（信達市場31－311／�82－7019）▼栃原皮膚科医院・婦人科（信達大 
　苗代62－44－213／�82－5702）▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜 
　午前中のみ）（りんくう南浜３－７／�80－5618） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけセットで受けてください。 
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日
々
の
生
活
や
仕
事
の
中
で

起
き
る
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

う
対
処
す
れ
ば
良
い
の
か
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
一
、

九
月
十
一
日(

水)

・
子
ど
も
の

ス
ト
レ
ス
、
親
の
ス
ト
レ
ス
・

岡
本

お
か
も
と

正
子
ま
さ
こ

さ
ん
（
大
阪
府
中
央

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
医
療
相

談
長
）
二
、
九
月
三
十
日

(

月)

・
ス
ト
レ
ス
を
知
っ
て
、

こ
こ
ろ
を
楽
に
す
る
・

伊
賀
正
英

い
が
ま
さ
ひ
で

さ
ん
（
伊
賀
ク
リ
ニ

ッ
ク
所
長
）
三
、
十
月
九
日

(

水)

・
様
々
な
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ

ョ
ン
法
の
紹
介
と
実
習
、
あ
な

た
の
ス
ト
レ
ス
度
を
チ
ェ
ッ
ク

し
よ
う
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

（
一
、
〜
三
、
の
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
一
時
半
〜
四
時
半
）
▼

と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
府
民
健
康
プ

ラ
ザ
（
泉
佐
野
保
健
所
）
▼
申

込
み
＝
九
月
四
日(

水)

ま
で
に
、

お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
泉

佐
野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
企
画
調

整
課
（
(62)
７
７
０
１
・
fax
(62)
５

４
２
６
）
へ
（
※
フ
ァ
ク
ス
の

場
合
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
）
▼
問
合
せ
＝
泉
佐

野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
(62)
７
７

０
１
）

▼
と
き
＝
十
月
十
五
日(

火)

、

十
八
日(

金)

、
二
十
一
日(

月)

、

十
一
月
十
八
日(

月)

、
二
十
二

日(

金)

、
十
二
月
五
日(

木)

、
六

日(

金)

、
九
日(

月)

の
各
日
午
前

中
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
六
十
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
八
月
十
九
日(

月)

〜
三
十
日(

金)

（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

第
一
、
第
二
希
望
日
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
▼
そ
の
他
＝
▽
基
本
健
康
診

査
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん

検
診
は
同
じ
日
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
複
数
の
検
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
一
枚
の

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
健
診

名
、
検
診
日
を
明
記
く
だ
さ
い
。

結
果
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
▽
記
入
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
広
報
せ
ん
な
ん
四
月
号

に
折
り
込
み
の
保
存
版
・
平
成

十
四
年
度
成
人
保
健
事
業
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
保

健
セ
ン
タ
ー

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
お

子
さ
ん
が
主
役
の
教
室
で
す
。

親
子
で
楽
し
く
参
加
し
て
、
み

ん
な
で
仲
良
く
あ
そ
び
ま
し
ょ

う
。

▼
と
き
＝
十
月
七
日(

月)

、
二

十
一
日(

月)

、
十
一
月
十
八
日

(

月)

、
二
十
五
日(

月)

、
十
二
月

二
日(

月)

、
十
六
日(

月)

の
午
前

九
時
半
〜
十
一
時
半
▼
対
象
＝

一
歳
八
カ
月
〜
三
歳
未
満
（
平

成
十
一
年
十
月
〜
平
成
十
三
年

一
月
生
）
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
但
し
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

め
だ
か
教
室
へ
通
っ
て
い
る
児

童
、
修
了
し
た
児
童
、
ひ
よ
こ

ラ
ン
ド
に
参
加
し
た
児
童
は
除

く
▼
定
員
＝
十
五
人
▼
申
込

み
＝
八
月
十
六
日(

金)

ま
で
に
、

お
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
八
月

末
に
当
選
者
の
方
に
通
知
し
ま

す
）
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
ニ
コ
チ
ン
の
依
存
度
や
禁
煙

に
よ
る
そ
の
後
の
効
果
に
つ
い

て
判
定
す
る
た
め
、
呼
気
、
尿
、

血
液
検
査
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
九
日(

月)

、

二
十
六
日(

月)

、
九
月
二
日(

月)

、

九
日(

月)

、
十
月
七
日(

月)

、
平

成
十
五
年
二
月
十
七
日(

月)

の

各
日
午
後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
阪
南
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
タ
バ
コ
を
や
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
八
月
十
五
日

(

木)

ま
で
に
、
お
電
話
で
尾
崎

府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
(71)
６
０
０

１
）日

本
の
部
位
別
が
ん
の
第
一

位
は
肺
が
ん
で
す
。
毎
年
一
回

は
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
九
日(

木)

受
付
時
間
は
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
▽
胸
部
Ｘ
線
撮
影

▽
喀
痰
検
査
（
必
要
な
方
）
▼

対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民
▼

申
込
み
＝
事
前
予
約
は
不
要
▼

問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
で
は
、（
仮
称
）「
健

康
せ
ん
な
ん
21
」
計
画
の
策
定

に
向
け
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
柱
と
し

た
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

地
域
・
行
政
・
関
係
機
関
が
連

携
し
て
支
援
で
き
る
よ
う
、
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
泉

南
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
ふ
さ

わ
し
い
健
康
標
語
を
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
み
＝
十
月
末
ま
で
に
、

健
康
標
語
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
〇
四
泉
南
市

信
達
市
場
一
五
八
四
の
一
・
泉

南
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
▼
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肺
（
ハ
イ
）
ク
リ
ー
ン

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

肺
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る

健
康
標
語
を
募
集
し
ま
す

親
と
子
の
あ
そ
び
の

教
室
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

基
本
健
康
診
査

胃
・
大
腸
が
ん
検
診

ス
ト
レ
ス
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か



23

ハクセンシオマネキ（カニ）など、珍しい動植物の生息地として知られる男里川河口の干潟。干潟の大
切さを学び、子どもたちに受け継いでもらおうと、樽井公民館の市民参画型教室「親と子の広場」（当日参
加者17組・37人）で干潟の観察会を行いました。観察会にさきだち、「干潟に行くんやったら、掃除を絶対
しよう！」ということで発砲スチロールやペットボトルなどのたくさんのごみを回収しました。清掃後は、
掃除のお礼ですといわんばかりに、たくさんの種類のカニたちが姿をみせてくれました。 （７月11日）

干潟の生き物たちに学ぼう！
親子で清掃、いい汗かきました

農作業の体験を通じて、農業の大切さと身近な自然
を体感してもらおうと市立東幼稚園の園児たちと東小
学校の１年～３年生の児童ら３７人が、堀河ダム奥に
整備が進められている「紀泉ふれあい自然塾」内の農
園で、ひまわりの苗植えなどを体験しました。
子どもたちは大阪府職員の方々に教わりながら、手

際よく苗を植えることができました。また、農作業後
は、施設内の生活体験棟でヨモギのおはぎづくりにも
チャレンジ、有意義で楽しいひとときを過ごしました。
なお、当日の模様はＮＨＫ総合テレビ番組「とってお
き関西」でも中継により放送されました。（７月12日）

整備が進む、紀泉ふれあい自然塾
子どもたちが農業を体験！

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

夏休み！ 
わくわく科学 
教室で学ぼう！ 

公民館で行われた夏休みわくわく科学 
教室～ドライアイスで遊ぼう～。考え 
るとちょっとむずかしい科学の実験に、 
小学３年生の子どもたちがチャレンジ 

８月13日� 
　　～ 
８月26日� 

ご利用ください 
青少年センター 

青少年センターでは、学校週休２日制 
が施行されて以来、土曜日に子どもた 
ちを対象にしたイベントが多く開催さ 
れています。その一部を紹介します。 

８月27日� 
　　～ 
９月９日� 

地域リハビリ 
に参加しよう 

住み慣れた地域で、元気に過ごすこ 
とを目標に、地域リハビリ教室が開 
催されています。新家上村地区で行 
われた教室の様子を紹介します。 

７月30日� 
　　～ 
８月12日� 

新
宿
ビ
ル
火
災
か
ら
一
年
‥
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堀河ダム奥に来春オープンに向けて、整備が進めら
れている「紀泉ふれあい自然塾」。施設内には、昭和
初期の民家を再現した建物も建ち並び、古きよき時代
を彷彿とさせる独特な景観が広がっています。
自然塾のプレオープンイベントとして、音と光のペ

ージェント・第１回ホタル観賞の夕べが開催され、第
１部では、上之山幸代さんのアルパと岡島正和さんの
オカリナの美しい調べの演奏や、泉南市少年少女合唱
団による元気あふれる合唱が披露されました。山々に
響きわたる美しい音色に誘われてか、時折ホタルも迷
い飛んでくるなど、見物に訪れた約800人も、まさに
音と光のページェントに酔いしれる夕べのひとときと
なりました。コンサート終了後の第２部では、ホタル
塾塾長・田中正視さんによるホタルの学習会も行わ
れ、ユーモアをまじえながら、ホタルの生態について
お話いただきました。 （６月15日）

美しい音色に誘われて‥
ホタル観賞の夕べ開催

真夏の祭典・つばさのまちフェスタ2002のオープニ

ングイベント、ビーチサッカー大会がりんくう南浜海

水浴場（サザンビーチ）で行われ、西日本各地から５

部門に252チーム（約2,000人）が参加、優勝めざして

熱い戦を繰り広げました。

今大会は、優勝候補の常連チームが相次いで姿を消

す波乱模様となり、砂のフィールドに加え、強風が吹

きすさぶ、厳しいコンディションに選手たちは悪戦苦

闘していました。なお、各部門の優勝チームは次のと

おりです。▽一般の部＝Spider▽女子の部＝バンバ

ニ・７▽小学１～４年生の部＝長坂FC▽小学５・６

年生の部＝南港・桜▽中学生の部＝八田荘FC

（７月13日・14日）

つばさのまちフェスタ2002開幕！
ビーチサッカー IN サザンビーチ

チ
ェ
ッ
ク

昨
年
九
月
一
日
に
発
生
し

た
、
東
京
新
宿
歌
舞
伎
町
の

雑
居
ビ
ル
火
災
か
ら
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
火
災
は
、
四
十
四
人
の

死
者
と
、
三
人
の
負
傷
者
を

出
す
大
惨
事
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
放
送

な
ど
で
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。ビ

ル
火
災
が
発
生
す
る

と
、
建
物
内
は
炎
の
熱
気
と
、

煙
が
充
満
し
た
い
へ
ん
危
険

な
状
態
に
な
り
ま
す
。
有
毒

な
煙
を
吸
っ
た
場
合
、
一
呼

吸
で
意
識
を
失
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
火
災
で
被
害
が
大
き

く
な
っ
た
要
因
に
次
の
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
避
難
経
路
が
ふ
さ
が
れ

て
い
た

二
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
な
か
っ
た

三
、
消
防
用
設
備
等
が
点
検

さ
れ
て
い
な
か
っ
た

四
、
放
置
さ
れ
た
物
品
に
よ

り
、
防
火
戸
が
閉
鎖
し
な
か

っ
たビ

ル
に
限
ら
ず
、
お
客
さ

ん
や
従
業
員
の
命
を
守
る
の

は
、
経
営
者
の
責
任
で
す
。

消
防
用
設
備
や
建
物
内
の
維

持
管
理
に
手
を
抜
く
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
た
め
に
も
、
非
常
口

の
位
置
、
出
入
り
口
以
外
の

逃
げ
道
（
窓
、
避
難
器
具
等
）

の
確
認
を
習
慣
づ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
(85)

０
１
１
９
）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

細長い棒やラグビーボー

ルのような形をしている穴

のあいたもの‥これはいっ

たい何だと思いますか？

実は、漁をするときに使

う網につけるおもり（土

錘・どすい）なのです。市

内の遺跡を調査するとこの

ような土錘がよく見つかり

ます。特に男里
おのさと

遺跡や岡田
おか だ

遺跡など比較的海に近い遺

跡では、見つかることが多

い遺物のひとつです。

土錘には写真のように管

（くだ）状になっているも

のを管状土錘
かんじょうどすい

、棒のような

形をして両端にひもを通す

穴をもつ有孔棒状土錘
ゆうこうぼうじょうどすい

、ラ

グビーボールのような形を

してひもを掛ける溝がある

有溝土錘
ゆうこうどすい

などいくつかの種

類があります。おそらく網

の形態や漁法などによって

使い分けられていたものと

考えられます。

また驚いたことに、管状

土錘は弥生時代から最近ま

でその形を大きく変えるこ

となく使われていました。

むかしの人々の知恵と海か

らの豊かな恵みは、現代に

生きる私たちの生活に深く

関係しているのです。

はるかなる潮の香り

▼

○

○

～これはなんだろう・７～

広
報
せ
ん
な
ん
８
月
号
（
N
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